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研究成果の概要（和文）： 

 
本研究は，パーソナリティ特性と身体的・精神的・社会的健康の関連性の全体像を把握する

ための新たな知見の蓄積のために，健康に関わるさまざまな指標を複数のサンプルに対して用
いて調査データを取得し，パーソナリティ特性と健康の相互関連について包括的に紐解いてい
くことを主たる目的とする。 
本研究の結果，パーソナリティ特性の変化は健康および健康に関連する行動の変化と正に相

関することが確認され，これはパーソナリティ特性の変容が健康に対して影響に与えているこ
とを示唆している。また，別の研究結果は，パーソナリティ特性が，その個人が子どものころ
に受けた養育態度と身体的な健康感の正の関連を媒介していること，そして，その媒介効果は
年齢層を通じて一貫していて持続力があることを明らかにした。このことは，養育態度はパー
ソナリティ特性の発達と健康増進のために介入可能性のあるターゲットのひとつであることを
示唆している。 
 
研究成果の概要（英文）： 

 
The purpose of this study is to accumulate scientific knowledge about the entire picture of links 

between personality traits and physical, mental, and social health. To this end, we had collected the 
survey data about a variety of health measures from several samples.  

One of The results revealed that changes in personality traits were significantly and positively 
correlated with changes in health-related behaviors and changes in self-perceived physical health. This 
longitudinal study provides evidence that increases in personality trait score and health-related behaviors 
are associated with improvements in self-perceived health over time. 

Another result revealed that personality trait fully mediated the effect of parental socialization of 
responsibility on self-rated health. The mediational links were consistent across younger, middle-aged 
and older-aged cohorts. Our findings suggest that greater parental socialization of responsibility relates 
to higher personality trait score, and consequently healthier adults. These findings imply that parental 
behaviors could be a plausible target for intervention to foster the development of personality traits and 
better health. 
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１．研究開始当初の背景 
 
健康は老若男女問わず私たち人間にとっ

て普遍的な問題であり，Nature 誌による「社
会科学が取り組むべき 10 の課題」の筆頭に
も，健康の問題が掲げられている(Giles, 2011)。 
世界保健機関(WHO)の定義によると，健康

とは，「身体的にも精神的にも社会的にも安
寧な状態にある」ことを指す。同じく WHO
の出している世界保健統計 2010 によると，
日本は世界一の長寿国であり(男女平均で 83
歳)，平均寿命の観点だけから見ると日本人は
健康的だと言えるかもしれない。しかしなが
ら，日本全国における入院患者数は増加を続
け，2030 年にはそのピークをむかえ，2005
年比 33.6%の増加見通しである(病院業界事
情ハンドブック 2010)。この見通しからする
と，残念ながら日本人は必ずしも健康的と言
えそうにはない。 
急速な勢いで進行する現代の超高齢化社

会において，身体的な健康の維持および増進
させるための個人的な要因として，何が必要
とされるのか。近年，パーソナリティ特性は，
問題行動や精神病理的な症状をはじめとす
る心理学的な変数以外にも，寿命や身体的な
健康などの社会疫学的な変数に対しても有
意な予測力を持つことが示されている
(Robert et al., 2007; 高橋他, 2011)。Roberts et al. 
(2007)は，死亡率に対して影響を与える可能
性のある変数として，パーソナリティ特性・
社会経済的地位(SES)・認知能力(IQ)の三者の
うちどれがもっとも強い予測力を示すかメ
タ分析を行い，高い予測的妥当性を示したの
はパーソナリティ特性であることを示した。
また，高橋他(2011)は，パーソナリティ特性
に関する最近の研究の展開を概観し，パーソ
ナリティ特性は可塑的で変容可能性が十分
にあることについてまとめ，教育などによる
予防的介入について示唆している。よって，
“予測力と変容可能性の高い変数としてのパ
ーソナリティ特性”という視座を踏まえた調
査研究は当然必要になると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
申請者はこれまで「パーソナリティ特性は，

(精神的な)健康・不健康とどのような関連が
あるのか」という一貫した問題意識のもと，
パーソナリティ発達に関する調査研究を行
ってきた。昨今，精神的な健康に加えて，身

体的・社会的な健康の問題も，心理学を含む
社会科学でも積極的に取り扱うべき課題で
あるという認識が高まりつつある。 
しかしながら，これまでに発達パーソナリ

ティ心理学の見地から健康科学に対して提
供されてきた知見にはいくつかの限界点が
見受けられる(例えば，先行研究は相関的な研
究が多く，身体的な健康のみしか扱っていな
いことが多い)。よって，それらのいくつかの
限界点を乗り越えて，パーソナリティ特性と
身体的・精神的・社会的健康の関連性の全体
像を把握するための新たな知見の蓄積を開
始する必要がある。 
そこで，本研究計画では，健康に関わるさ

まざまな指標を複数のサンプルに対して用
いて調査データを取得し，パーソナリティ特
性と健康の相互関連について包括的に紐解
いていくことを主たる目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究における主な手法は質問紙調査で

あった。結果の適切な一般化を試みるため，
年齢横断的で大規模なサンプルに対してオ
ンライン調査を実施した。標本サイズは 1,500
人程度で，年齢幅は 20 歳から 69 歳であった。
質問項目の構成は，パーソナリティ特性・身
体的な健康・精神的な健康(抑うつ症状や不安
症状)，社会的な健康(主観的幸福感や人生満
足度)などである。上記の尺度項目以外では，
年齢・性別・学歴・収入など健康に関連する
と考えられる共変量をたずねた。 
 
４．研究成果 
 
平成 23 年度においては，まず，パーソナ

リ テ ィ 特 性 の ひ と つ で あ る 勤 勉 性
(conscientiousness)が，その個人が子どものこ
ろに受けた養育態度と身体的な健康感の正
の関連を媒介していること，そして，その媒
介効果は年齢層を通じて一貫していて，持続
力があることを明らかにした。この研究結果
は Psychology and Health 誌に採録された。 
また，パーソナリティ発達についての英語

総説論文を Japanese Journal of Personality(パ
ーソナリティ研究)誌に執筆，採択された。 

さらに，近年発展著しい統計手法のひとつ
である，潜在軌跡モデリング (group-based 
trajectory analysis)による縦断データの分析を，
大学生のみを対象としたパーソナリティ特



性と精神的な健康に関する 3 時点の短期縦断
データに対して用いて，複数件の学会報告お
よびセミナーを行った。 
平成 24 年度においては，パーソナリティ

特性のひとつである勤勉性の変化が身体的
な健康感および健康に関連する行動の変化
と関連することを潜在変化モデルを用いて
明らかにし，この研究成果は Journal of 
Personality 誌に採択された。 

発達パーソナリティ科学的の観点から，パ
ーソナリティ特性の発達と個人差が，身体的
な健康・精神的な健康・社会的な健康(QOL)
に対してどのように影響を与えているのか
体系的に研究することが本研究計画の大筋
にあった。 
本研究の結果は，不健康の発生を未然に防

ぐための予防策や発生と維持のプロセスを
変化させるための方策へ示唆を与える点に
おいて学術的に有意義である。 
また，健康の問題について社会科学でも大

きな問題として扱われるようになった昨今，
本研究は，社会的な要請にも対応した適切な
情報を与えることのできる社会的インパク
トをもつものであり，今回の研究活動スター
ト支援で蓄積できた知見をもとに，さらなる
縦断研究を重ねるための調査と分析を現在
実施している。 
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